
 

 
 

支払基金統一事例 

【 注射 】 

 

３４４ 膵炎に対するナファモスタットメシル酸塩製剤の投与量について 

 

《令和６年１０月３１日》 

 

○ 取扱い 

 

膵炎（急性期又は急性増悪期）に対するナファモスタットメシル酸塩製剤

（注射用フサン等）の投与量は、原則として１日 40 ㎎まで認められる。 

 

 

○ 取扱いを作成した根拠等 

 

ナファモスタットメシル酸塩製剤（注射用フサン等）を膵炎の急性症状(急

性膵炎、慢性膵炎の急性増悪）に対して使用する場合の用法・用量については、

添付文書に「通常、１回、ナファモスタットメシル酸塩として 10mg を５%ブド

ウ糖注射液 500mL に溶解し、約２時間前後かけて１日１～２回静脈内に点滴

注入する。なお、症状に応じ適宜増減する。」と記載されている。 

したがって、１日の投与量は、通常量として 20 ㎎まで、症状に応じてその

倍量の 40 ㎎までが許容量と考える。 

以上のことから、膵炎（急性期又は急性増悪期）に対する当該医薬品の投与

量は、原則として１日 40 ㎎まで認められると判断した。 
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